
　尾道市では平成29年４月から「総合事業」が始まり，その中の「通所型サービス」の
１つに生活機能の改善を目的とした「短期集中型通所サービス」がある。対象は基本チェ
ックリストに該当した人で，北部圏域では３か所の教室で実施している。
　今回，平成29年から３年間の利用者136人の内，同意を得られた116人に聞き取り調査
を実施した。その結果，終了後の継続した支援の必要性や，地域の社会資源を活用した通
いの場づくりの推進など，地域包括支援センターの役割を再認識した。また，自立支援を
考える上で他機関，多職種との更なる連携の必要性を感じたので，若干の考察を加え報告
する。
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３　介護予防に関するもの


